
 

 

【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】（中学校用） 
 

都道府県名 京 都 府 
 
Ⅰ 学校の概要（平成 15年 4月現在） 
 

学校名 京 都 府 京 田 辺 市 立 大 住 中 学 校 
学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数 
学級数 ５ ５ ５ ３ １８ 
生徒数 １８３ １６８ ２００ ３ ５５４ 

３２ 

 
Ⅱ 研究の概要 
 
  １．研究主題 
 

生徒の達成感を引き出す個に応じたきめ細かな指導方法の創造 

 
  ２．研究内容と方法 
 
    (1) 実施学年・教科 

全学年・数学 
・ 中学校入学の段階で、すでに習熟の程度に差が生じている教科のため。 
・ これまでの研究成果と生徒の実態から、学年の枠を広げ、研究に取り組むため｡ 

 
    (2) 年次ごとの計画 
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○ テーマ 
「生徒の達成感を引き出す個に応じたきめ細かな指導方法の創造」 
○ 研究の見通し（仮説） 
生徒一人一人が「わかった」「できた」という達成感を持ち、より一層学習 
への意欲を喚起し、学力の定着を図るには、習熟の程度に応じた学習集団を編 
成するなど、個に応じたきめ細かな指導を行うことが必要である。 
 また、生徒が意欲を持って、主体的に学習するには、数学的活動を積極的に 
取り入れた授業の工夫改善や、補充的、発展的な学習の教材作りなど個に応じ 
た指導が展開できる教材・教具の開発が必要である。 

○ 研究の内容・方法 
ア 教育方法加配を活用した少人数授業の研究 
・ 生徒が達成感を味わい、意欲的に学習する少人数授業の研究 
・ 生徒選択による習熟の程度に応じたコース別学習の実践研究 

イ 選択教科における基礎コース、発展コースの設置及び教材研究 
ウ 評価計画の作成 
・１時間ごとの評価規準・評価方法が明確になった単元指導計画の作成 
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○ テーマ 
「生徒の達成感を引き出す個に応じたきめ細かな指導方法の創造」 
○ 研究の見通し 

生徒一人一人が「わかった」「できた」という達成感を持ち、より一層学習 
への意欲を喚起し、学力の定着を図るには、習熟の程度に応じた学習集団を編 
成するなど、個に応じたきめ細かな指導を行うことが必要である。 
また、生徒が意欲を持って、主体的に学習するには、数学的活動を積極的に 

取り入れた授業の工夫改善や、補充的、発展的な学習の教材作りなど個に応じ 
た指導が展開できる教材・教具の開発が必要である。 

○ 研究内容・方法 
ア 教育方法加配を活用した少人数授業の研究 
・ 生徒選択による興味・関心に応じた課題別や習熟の程度に応じたコース 
別学習の実践研究 
・ 授業研究会による習熟度別授業の研究 

イ 学習意欲を喚起する授業の工夫 
・ 数学的活動を取り入れた授業の研究 
・ 補充的、発展的な学習の教材開発 

ウ 評価規準や評価方法についての研究 
・ 観点別評価規準・評価方法に、十分満足できる状況(A規準)、努力を要 
する状況への手立てを加えた評価規準表を、授業時間ごとに作成 
・ 評価計画に基づいた１時間ごとの評価活動の実践 
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○ テーマ 
「生徒の達成感を引き出す個に応じたきめ細かな指導方法の創造」 
○ 研究の見通し 

生徒一人一人が「わかった」「できた」という達成感を持ち、より一層学習 
への意欲を喚起し、学力の定着を図るには、習熟の程度に応じた学習集団を編 
成するなど、個に応じたきめ細かな指導を行うことが必要である。 
また、生徒が意欲を持って、主体的に学習するには、数学的活動を積極的に 
取り入れた授業の工夫改善や、補充的、発展的な学習の教材作りなど個に応じ 
た指導が展開できる教材・教具の開発が必要である。 

○ 研究内容・方法 
ア 生徒一人一人が意欲を持って学習する少人数授業の一層の研究と実践 
・ 生徒選択による興味・関心に応じた課題別や習熟の程度に応じたコース 
別学習の実践研究 
・ 授業研究会による課題別、習熟度別授業の研究 
・ 個に応じたきめ細かな指導方法についての研究成果の紹介 

イ 生徒が主体的に学習する授業の研究 
・ 数学的活動を取り入れた授業の研究 
・ 課題別や習熟度別授業におけるコースごとの教材開発 

ウ 評価規準や評価方法についての研究 
・ 観点別評価規準・評価方法に、十分満足できる状況(A規準)、努力を要 
する状況への手立てを加えた評価規準表の充実(単元指導計画の一層の充実)
・ 評価計画に基づいた１時間ごとの評価活動の実践及び検証 



 

 

(3) 研究推進体制 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 １．研究の成果 

 
(１)教育方法加配を活用した少人数授業の研究 
  習熟度別授業においては、自分に合った適切なコースを選択することが重要である｡ 
 そのためコース選択時、各コースの目標・学習スタイルを示すとともに、具体的な課 
題(内容)を事前に生徒に明示し、生徒自らが自己責任により選択できるよう取組を進 
めた。単元終了ごとに、コース選択をすることで、多くの生徒は適切に選択すること 
ができるようになった｡自分の選択したコースの満足度を調べたアンケートでは、Ａ 
コースとＣコースを選択している生徒について分析すると、コース選択が「すごくよ 
い」と答える生徒が、３年生においては、48.5％、64.7％というように割合が高くな 
っている。特にＣコースにおいて64.7％という高い値を示しているのは、学力の高い 
生徒も達成感、満足感を得ている現れであると考えられる。   
      

 ＜Ａコース＞               ＜Ｃコース＞ 
 
  
 
 
 
 

 さらに、学力面においても、6月と 9月に実施したテスト結果を比較すると、どの 
コースにおいてもグラフが右よりになっている｡これは成績下位層だけでなく、すべ 
ての生徒において一定の学力の向上が見られたことを示している｡ 
  

3年生 6月第１期テスト         3年生 9月第 2期テスト 
  

     
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
学力向上フロンティア委員会 

 
校長、教頭、教務主任   
 研究部主任、学習指導部主任 

教科主任会 数学部会 
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（２）学習意欲を喚起する授業の工夫改善 
 
 教材開発として、１つの基本となる教材をもとに、 
習熟の程度に応じた深め方(進め方)を目指した教材、 
多様なものの見方・考え方を目指した教材作りに取り 
組んだ｡ 
特に第１学年で行った課題解決学習では、｢ た 

った一つの問題から、こんなにたくさんの考え方が生 
まれるなんてビックリ。数学の世界って本当に不思 
議だなと実感した。またこのような問題にチャレンジ       ＜Ａコース授業風景＞ 
したい。」「こんなにたくさんの式が作れるなんて、 
とてもびっくりした。これからは 1つだけではなく、いろいろな式を探してみよう 
と思う。」という生徒の感想からも見られるように、達成感を持つと同時に、より 
一層学習への意欲を喚起することができた。  
 

＜第 1学年課題学習プリント＞         ＜第２学年課題学習＞ 
                

      
                
 
 
（３）評価規準や評価方法についての研究 
   

指導と評価の一体化を目指し、授業時間ごとに学習活動における具体的な評価規準、 
すなわち「評価方法を含んだ観点別評価規準｣｢十分満足と判断できる状況｣｢努力を要 
する状況への手だて｣を明記した単元指導計画を作成した｡その中で、授業時における 
評価を煩雑にしないように評価規準を 2つまでに絞り込んだ。その結果、よりねらい 
が明確になった授業を展開することができた。また、少人数授業ともあいまって、一 
人一人をより細かく見ることができた。さらに、この単元指導計画をもとに定期テス 
トを構成することにより、より指導と評価の一体化を図れたのではないかと考える。 
 

 

 
 
 
 
 

１年（  ）組（             ） 
 

右の図のように、１辺が２ｃｍの正方形を右と上

に１ｃｍずつずらしながら、並べていきます。こ

のとき、次の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

（１）この正方形の紙を何枚か並べたときにできる図形全体の面積について、下の表を

完成させましょう。 

 

正方形の数（枚）     

面積（ｃｍ２）     

 

（２）この正方形の紙をｘ枚並べたときにできる図形全体の面積をを、ｘを使って表し 

てみましょう。 

 

 
 

（３）この正方形の紙を何枚か並べたとき、図形全体の面積が、３４ｃｍ２ になりま 

した。何枚並べたときか、求めましょう。 
 

 

１年数学プリント Ａクラス 

考えよう！チャレンジしよう！ 
 
 
 
 
 

１年（  ）組（             ） 
 

右の図のように、１辺が２ｃｍの正方形を右と上
に１ｃｍずつずらしながら、並べていきます。こ
のとき、次の問いに答えなさい。 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

（１）この正方形の紙をｘ枚か並べたときにできる図形全体の面積を、ｘを使って表し
てみましょう。 

 
 
（２）この正方形の紙を何枚か並べたとき、図形全体の面積が、５５ｃｍ２ になりま 

した。何枚並べたときか、求めましょう。 
 
 

（３）この正方形の紙をｙ枚並べたときにできる図形のまわりの長さをｙを使って表し 
ましょう。 

 
 

（４）この正方形の紙を何枚か並べたとき、図形のまわりの長さが、４８ｃｍになりま
した。何枚並べたときか、求めましょう。 

 

１年数学プリント Ｃクラス 

考えよう！チャレンジしよう！ 
Ｂコース 
右の図において、∠ xはどうやったら 
求められるでしょうか。 
 

この形に注目してください｡ 人 と 

いう字に似ていませんか。実は， 
 
 ∠ x  ＝ ∠ａ ＋ ∠ｂ ＋ ∠ｃ 
 
という関係が成り立つのです。 
 
これを通称、『人形（ヒトガタ）の角に関する法則』 
といいます。（命名Ｋ．Ｎ） 

 
なぜ，このような関係が成り立つのでしょうか。証明してみましょう。 
 ヒント・・・１本の補助線がいろいろ教えてくれるよ。 

 

Ｃコース 
   
右の図において，４つの角，∠ａ，∠ｂ 

  ∠ｃ，∠ xの間に，どのような関係が 
  成り立つか，また，なぜそうなるのか 
  考えてみよう。 
 
 
  証明の仕方は数通りあります。 
   １～２つ考えられたら・・・ ｇｏｏｄ 
   ３つ    〃   ・・・ ｖｅｒｙ ｇｏｏｄ 
   ４～    〃   ・・・ ｅｘｃｅｌｌｅｎｔ 
 



 

 

２．今後の課題 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ 学力把握のための学校としての取組 
 

（１）単元終了ごとに、単元確認テスト及び学習状況についてのアンケートを実施 
（２）定期テストにおける得点分布の分析 
（３）年度末に、標準学力検査を実施 
（４）生徒を抽出して、小学校からの学力実態の追跡調査を実施予定 

 
Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 
 

（１）平成１５年１２月４日(木)、研究発表会を開催 
（２）研究成果をＨＰに掲載していく予定 
（３）平成１６年２月２４日(火)、２６日(木)、総合教育センターで発表 
（４）視察への対応 

 
 

 
(１)学習集団の編成に関わって 
 
ア コース選択時におけるガイダンスを強化し、さらには単元途中での形成評価(確 
認テスト)をもとにしたコース変更の機会を設けていくことも今後検討していかな 
ければならない。 

 イ 基礎コースを２分割し、より人数を絞ってきめ細かく対応したために、標準コー 
スの人数が増える傾向にあった。そのことにより、標準コースが他のコースに比べ 
て生徒の理解度の幅が大きくなるという課題がでてきた。標準コースにおいても、 
今後より一層きめ細かな指導を実践していかなければならない。 

 
(２)教材・教具の開発に関わって 
 
ア 数学的活動を取り入れ、学習意欲を喚起する教材として、今後も研究を深め、課 
題学習のレパートリーを増やしていく必要がある｡ 

 イ 発展的な学習、補充的な学習の教材として、単なるドリルを使った反復練習、難 
問をそろえたプリント学習も時には必要だが、やはり、１つの教材をもとにそのコ 
ースに応じて深めていけるような教材作りを今後も研究していかなければならない。 
 

(３) 評価規準や評価方法について 
 
ア 一部の単元で「評価方法を含んだ観点別評価規準」「十分満足と判断できる状況」 
「努力を要する状況への手だて」を明記した単元指導計画を作成したが、すべての 
単元にまで広げていくことが課題である。 

イ 評価方法については一定のシステムができたが、そのことの検証は絶えずしてい 
かなければならない。関心・意欲を問うような定期テストの問題作成、さらに観点 
別評価から評定を導くことについても、今後研究を深めていかなければならない。 

 



 

 

 
 

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチエックすること｡(複数チエック可) 
 
  【新規校・継続校】  ☐ １５年度からの新規校   ☑ １４年度からの継続校 
 
  【学校規模】     ☐ ３学級以下     ☐ ４～６学級 

☐ ７～９学級     ☐ １０～１２学級 
☐ １３～１５学級   ☑ １６学級以上  

 
  【指導体制】     ☑ 少人数指導     ☐ Ｔ．Ｔによる指導 
             ☐ その他 
 
  【研究教科】     ☐ 国語   ☐ 社会   ☑ 数学   ☐ 理科 
             ☐ 外国語  ☐ 音楽   ☐ 美術   ☐ 技術・家庭 
             ☐ 保健体育 ☐ その他   
 
  【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】   ☑ 有    ☐ 無 
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